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武 道 の 定 義

　武道は、武士道の伝統に由来する日本で体系化された武

技の修錬による心技一如の運動文化で、心技体を一体とし

て鍛え、人格を磨き、道徳心を高め、礼節を尊重する態度

を養う、人間形成の道であり、柔道、剣道、弓道、相撲、

空手道、合気道、少林寺拳法、なぎなた、銃剣道の総称を

言う。

　　平成二十六年二月一日制定

日本武道協議会

武 道 の 理 念

　武道は、武士道の伝統に由来する我が国で体系化された

武技の修錬による心技一如の運動文化で、柔道、剣道、弓

道、相撲、空手道、合気道、少林寺拳法、なぎなた、銃剣

道を修錬して心技体を一体として鍛え、人格を磨き、道徳

心を高め、礼節を尊重する態度を養う、国家、社会の平和

と繁栄に寄与する人間形成の道である。

　　平成二十年十月十日制定

日本武道協議会

なぎなた
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　わが国を代表する武道 10 団体が大同団結して結成した日本武道協議会は、平成 29 年４月に設立

40 周年を迎えることとなりました。

　この祝賀を記念して、中学校武道必修化の充実に向けた指導書と DVD が刊行される運びとなりま

した。

　平成 18 年に教育基本法が改正され、伝統や文化を尊重することなどが謳われることとなり、平成

24 年度から全国 1 万余校の中学校で武道が必修化されました。中学校武道必修化が完全実施されて

から５年が経過しましたが、大きな事故もなく、全国各中学校で順調に実施されています。

　しかしながら、年間実施時間は 10 時間弱、指導者の段位保有率は 2 人に 1 人、約 50 パーセント

と低く、中学校武道必修化の内容充実は急務であります。

　そこで、日本武道協議会として「安全で、楽しく、効果の上がる授業」を実施するための指導書

と DVD を記念事業として作成し、全国１万余校の中学校、都道府県市区町村教育委員会、主要公立

図書館等へ無償配布することといたしました。

　目的は「武道 9 種目の周知徹底」と、その上での「中学校武道必修化の充実」です。

　武道は武士道の伝統に由来するわが国で体系化された武技の修錬による心技一如の運動文化で、

心技体を一体として鍛え、人格を磨き、道徳心を高め、礼節を尊重する態度を養う、国家、社会の

平和と繁栄に寄与する人間形成の道です。

　中学校武道必修化に関わる指導者の皆様がたにおかれましては、ぜひ本書と DVD を活用され、日

本全国の中学生が元気よく、立派に育っていかれますよう、ご指導、ご尽力のほど、よろしくお願

い申し上げます。

　本書がそのお役に立てることを心から祈念し、刊行の辞といたします。

　　平成 29 年卯月

刊 行 の 辞

（公財）日本武道館
日 本 武 道 協 議 会

会長　松 永 　 光
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　このたび、日本武道協議会40周年を記念して、次世代を担う中学生を対象とした各武道種目の指

導書が刊行されましたことは誠に意義深いものです。

　「なぎなた」の素晴らしさは、2メートルを超える長物を扱うことから、しなやかさが表現できる

左右対称の動きが多く取り入れられ、繊細な攻防の中でも大胆な動作が特徴的な武道だということ

です。古来、男性の武器として発展の後、女性の武道としての地位を確立し、今日では、再び男性

愛好者が増加し、老若男女問わず受け入れられております。

　多くの武道が時代の変遷に対応し、様々な形で発展を遂げる中、「伝統と文化を尊重し、それらを

育んできた我が国と郷土を愛するとともに、他国を尊重し、国際社会の平和と発展に寄与する態度

を養うこと」との教育基本法に沿い、平成24年度からは、中学校で武道が必修化されましたが、学

校現場においては、武道種目の中で、「なぎなた」がなかなか選択されていないのが実情でした。指

導者不足や用具調達などの問題のほか、「なぎなた」そのものを見る、また触れる機会がなかったこ

とが挙げられます。

　今回刊行される「なぎなた指導書」は、ほかの体育種目の指導書やルールブックと同様に、実際

に指導される先生方が手に取り、生徒に伝える際に、より取り組みやすく分かりやすいものとなる

ようにまとめております。

　ともすればコミュニケーションの難しさの壁に直面する世代でもある中学生の皆さんが、男女の

差なく、「なぎなた」の特徴である動きや、自分を大切にし相手も尊重する精神に触れ、身体的な成

長のみならず、自尊感情を高め、仲間と認め合い、豊かな心と生きる力を育むための一助として、

本書をご活用いただき、是非「なぎなた」の魅力に触れていただきたいと思います。

　　平成29年4月吉日

ご あ い さ つ

（公財）全日本なぎなた連盟 会長　佐 藤  浩 市

なぎなた
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　このたび、日本武道協議会が設立 40 周年を迎えるにあたり、これを記念して、中学校武道必修化

の充実に資するための指導書と DVD を刊行する運びとなりました。誠におめでたい限りであります。

　新渡戸稲造博士の言を待つまでもなく、日本人の精神文化の柱は武士道であり、この武士道を現

代に最もよく引き継いでいるのが武道であります。

　平成 18 年に安倍晋三内閣において、60 年振りに教育基本法が改正され、国や郷土を愛し、日本

の伝統文化を尊重し、公共に奉仕する心を涵養することなどが明文化されました。武道議員連盟は、

日本武道館、日本武道協議会と歩調を合わせて、中学校武道必修化の実現を国に要請してまいりま

した。その成果として、学習指導要領が改訂され、平成 24 年度から全国１万余校の中学校１・２年

生で武道が必修化され、６年目を迎えることとなりました。

　武道を必修化することによって、全国の中学生が心と体を鍛え、日本の伝統である、「道の文化と

しての武道」を学んで自分を高めていくことは、多感な成長期にあって意義あることだと考えてい

ます。中学校で武道を必修化するということは、50 年後、100 年後には全国民が武道経験者になる

ということで、日本社会にとっても中学校武道必修化は大事な事業であります。

　各武道に共通しているのは「礼に始まり、礼に終わる」、お互いを尊重し、高め合うことです。「道」

と「礼」の実践が中学校武道必修化の重要課題であるといえるでしょう。まさに「仏を作って魂を

入れる」のはこれからです。

　本書と DVD が、中学校武道必修化の充実に向けて全国の学校現場で幅広く活用され、わが国が将

来にわたって平和で豊かな国であることの礎になることを祈念申し上げ、刊行の辞といたします。

　　平成 29 年４月吉日

刊 行 に あ た っ て

武 道 議 員 連 盟 会 長
（公財）日本武道館常任理事 高 村  正 彦
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なぎなたの特性１章

̍章　なぎなたのಛੑ

１ はじめに

　なぎなたは、剣道とよく似た防具を着装し、相対して相手の打突部位を打ち合う「試合競技」

と、定められた形を２人１組で行い、技の優劣を競う「演技競技」があります。

　なぎなたのルーツを探っていくと、「なぎなた」という呼び方は『本朝世紀』久安２（1146）

年の条に、源経光所持の兵杖を説明して「俗に奈木奈多と号す」とあり、このころから世に現れ

たと推察されます。

　一般に「なぎなた」の武器としての出現は、「奥州後三年記」永保３〜寛治元（1083 〜

1087）年の戦記の中に記されており、「絵巻」では絵詩の中に描かれています。

　「なぎなた」は曲線のある刃を長い柄にとりつけ、太刀よりも応用自在に扱えることから多数

の敵を相手にしたり、海戦で非常に有利な武器でした。合戦では弓矢を持った馬上の兵士に対し

て歩兵の持つなぎなたが威力を発しましたが、鉄砲が16世紀に伝来し戦闘方法が著しく変化し

たため、なぎなたは急速に衰退していきました。江戸時代・慶長〜明治元（1603 〜 1868）年

に入ると戦
いくさ

はなくなり、武士の装飾的な武器、あるいはその子女の護身用として用いられるよう

になりました。その時代には、なぎなたは武家に嫁ぐ嫁入り道具の一つでした。各種の流派がで

きたのも江戸時代です。

　第二次世界大戦による敗戦（昭和20（1945）年）のため、武道禁止令によりいっさいの武道

は一時禁止されました。昭和27（1952）年に剣道が復活したことをうけ、昭和30（1955）年

に全日本なぎなた連盟が発足し、戦闘武器ではなく、他人を思いやり凜とした心と強い精神力を

鍛え、平和な世界に貢献する「武道＝なぎなた」として、再出発し、著しく発展を遂げてきました。

　現在では公益財団法人全日本なぎなた連盟が中心となり、学校の授業にも取り入れられ、クラ

ブ活動としても盛んになってきました。

　毎年、全日本選手権大会ほか、全国中学生大会、インターハイ、国民体育大会など、各年代や

レベルに応じた多くの大会が開催されています。

　また近年、男子の愛好者も増え、女子中心の武道から老若男女問わず多くの人々が、なぎなた

に親しみ、稽古に励むようになりました。

　国際的には平成２（1990）年に国際なぎなた連盟が発足し、多くの国々で注目を集めるよう

になってきました。外国では特に男子に人気があり、様々な交流を通して日本の素晴らしい武道

である「なぎなた」を海外に発信し、普及を図っています。４年に一度世界大会も開かれています。
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なぎなた

2̼Ҏ্㱘

12̼㱘

�� ᶲ

2m 2m
1m 12̼㱘

開
始
線

中
央

２ なぎなた競技について

　なぎなた競技には、「試合競技」と「演技競技」の2つがあります。

　「試合競技」は、防具を身につけ、定められた部位を互いに打突して勝敗を競います。

　また、「演技競技」は、防具を身につけず、指定された形を対人で行ってその技を競います。

❶試合競技

　2人の試合者が、定められた部位（面部、小手部、胴部、脛部、咽喉部）を、確実に早く打突

して勝敗を競います。

　技は、振り上げ、持ち替え、振り返しなどあらゆる方向から打つことができます。

　敏速な動きの中から打突の機会を見出し、全力をあげて技を競い合います。

　相手に対して、よい間合からタイミングよく技を出すことが勝利に結びつきます。

⑴　試合場

コートの広さは12m四方です。

⑵　勝負の判定

　審判員は３名で、２人以上の審判員が打突を有効と認めた時、1本となります。審判員は、両

手に赤、白の審判旗を持ち、有効と認めた時はその方の旗を斜め上にあげます。

打 突 部 位 なぎなたの打突部

໘෦ʵਖ਼໘ʢதԝʣ
��ӈଆ໘ʢதԝ͔Βࠨ ʙ ��のؒʣ

ઌΑΓ��DNʙ ��DNのͱ͜Ζʢଧʣ

খख෦ʵࠨӈখख
ʢߕଆのखट͔Β̑DNのͱ͜Ζʣ

ઌΑΓ��DNʙ ��DNのͱ͜Ζʢଧʣ

෦ʵࠨӈ ઌΑΓ��DNʙ ��DNのͱ͜Ζʢଧʣ

すͶ෦ʵࠨӈすͶ
ӈすͶࠨ
ʢකͱ͘ΔͿ͠のதؒʣ

ઌΑΓ��DNʙ ��DNのͱ͜Ζʢଧʣ͓Αͼฑ
ʢੴಥΑΓ��DNʙ ��DNのͱ͜Ζʣ
（柄打ちのすねは高校生以下は禁じられている）

Һ෦ʵҺ෦のҐஔ ઌ（高校生以下は禁じられている）

開始線は中央より………… 2m

開始線長さ………………… 1m

中央の×印長さ………… 50cm



9

̍章　なぎなたのಛੑ
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❷演技競技

　「演技競技」は、（公財）全日本なぎなた連盟の、しかけ応じ８本の中から定められた３本を２

人１組の演技者によって行い、その技の優劣を競い合います。なぎなたの技の向上をはかるとと

もに正しいなぎなたの普及、発展を目的として行われる競技です。

⑴　演技場

　コートの広さは12m四方で、このコート内で赤、白２組の演技者によって技を競います。

⑵　観点

　演技の判定基準となるものは、演技者双方の姿勢、服装、態度、発声、呼吸と気持ちが調和し

ているか、打突部位を正確に気魄に満ちた打突をしているか、残心※、間合、手の内※、着眼※等

理合にかなった技であるか、何より基本に忠実な技であるかなどの総合点です。

（※の用語説明はP45参照のこと。）

⑶　勝敗

　５名の審判員が赤、白の旗を持ち、演技者の充実した気勢と適法な姿勢による技の良否を見定

めて判定し、過半数をもって勝敗を決定します。
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なぎなた

３ なぎなたと防具について

⑴　なぎなた

なぎなたは、次のような長さ、重量及び材質のものを使います。

⑵　防具

なぎなた۩ 2

なぎなた۩ 2

すね当
あて

小
こ

手
て

なぎなた۩ 2

胴
どう

なぎなた۩ 2

面
めん

なぎなた۩ 3 垂
たれ

切
きっさき

先（皮のたんぽをつける）

反
そ

り（2.2cm）

千
せんだんまき

段巻（17cm）（白のビニールテープ）

全長 210 ～ 225cm（重量 650g 以上）

物
ものうち

打　シノギ　刃
は

刃
は ぶ

部（50cm）

竹の２cm 幅のものを 2 枚合わせる

重
かさ

なり（15cm）
柄

え

物
ものうち

打

柄
え

の物
ものうち

打
石
いしづき

突から
（20 ～ 25cm）

切
きっさき

先から
15～20cm

柄
え ぶ

部（樫
かし

の木
き

）

石
いしづき

突
（皮のたんぽをつける）

峯
みね

▼切
きっ

先
さき

（単位　cm）

2.
6

5.0

▼柄
え

の形
かたち

2.2

2.
8

　・全長 210㎝〜 225cm、重量 650g 以上
　・刃部の長さ50cm、幅２cmの竹を上下２枚合わせて、切先の竹に穴をあけ、皮のたんぽを「つる」（テトロン糸・
ナイロン糸）でしっかりと結び、その上を透明のビニールテープで巻く。切先の皮のたんぽには布切れな
どをつめ、丸くふくらみをもたせる。
　・物打ちは、切先から 15〜 20cm、石突から 20〜 25cm。
　・千段巻きの部分の刃部と柄部の重なりは 15cm、補強のため前後１cm外側を白色のビニールテープで巻き、
合わせて 17cmにする。
　・柄部は楕円形の樫の木で石突がやや太くなっていて、皮のたんぽがついている。
　・なぎなたに彩色・彫刻などの細工をしてはいけない。
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⑶　打突部位
なぎなた۩修正 12017.02.23なぎなた۩修正 12017.02.23

正
し
ょ
う

面め
ん

右み
ぎ

側そ
く

面め
ん

左ひ
だ
り
そ
く
め
ん

側
面

30度 30度

25度25度

左ひ
だ
り
ど
う胴

右み
ぎ

胴ど
う

右み
ぎ

小こ

手て

左ひ
だ
り
こ
て

小
手

外そ
と

す
ね
（
左
）

外そ
と

す
ね
（
右
）

内
うち

すね（右） 内
うち

すね（左）

5度 5度
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なぎなた

４ なぎなたの目標

1.		立礼・正座・座礼など日本の伝統的な行動様式に触れることで、静と動のけじめのある身の

こなしを体得させる。

2.		なぎなたの変化に富んだ多様な動きを体験し、達成感や充実感を味わわせる。

3.		運動に対する苦手意識が強い生徒にも取り組みやすい動きや課題を具体的に提示し、仲間と

協力する態度を育て、学習したことを表現する能力をつけさせる。

4.		裸足で授業を実施することで、靴をそろえる習慣をつけるとともに、指先まで意識した運動

を行わせる。

5.		基本的な約束事の体得をとおして相手を尊重する態度を表現することを学び、日常生活のな

かで活かせる習慣をつける。

な
ぎ
な
た
は

な
ぎ
な
た
の
修
錬
に
よ
り

心
身
と
も
に
調
和
の
と
れ
た
人
材
を
育
成
す
る

な
ぎ
な
た
指
導
方
針

な
ぎ
な
た
の
理
念

な
ぎ
な
た
の
正
し
い
指
導
に
よ
り
、

技
を
錬
り
、
心
を
磨
き
、
気
力
を
高
め
、

体
力
を
養
う
と
と
も
に
、
な
ぎ
な
た
の

特
性
の
中
に
生
き
る
日
本
の
す
ぐ
れ
た

伝
統
を
守
り
、
規
律
に
従
い
、
礼
譲
を

尊
び
、
信
義
を
重
ん
じ
、
毅
然
と
し
て

広
く
平
和
な
社
会
に
役
立
つ
人
を
養
う
。

公
益
財
団
法
人
全
日
本
な
ぎ
な
た
連
盟
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内容の取り扱い２章

̎章　༰のऔΓѻ͍

技能

態度

知識

思考
・

判断

●着眼・間合・規律を守り相手を尊重する	
●技を教えあい、互いに協力する	
●場所、空間の使い方・用具の取り扱い方	
●挨拶の習慣化
●健康・安全の確保

●歴史・特性を知る	 	
●技の名称や学習方法を知る
●伝統的な考え方と行動の仕方を学ぶ	 	
●課題を見つけ解決しようとする取り組みができる
●学習したことを表現できる

基本

わざ

競技

姿勢	 	 　●自然体
礼法	 	 　●挨拶・立礼・座礼
構え	 	 　●中段・八相・下段・脇・上段
体さばき	 	 　●送り足・歩み足・踏みかえ足・継ぎ足・開き足
打ち方	 	 　●振り上げ・持ち替え・振り返し・柄突き
受け方	 	 　●柄部受け・刃部受け
振り方	 	 　●上下振り

払い技	 	 　●面払い・胴払い・柄払い
巻き落とし技	　●面の巻き落とし
連続技	 	 　●二段打ち・三段打ち・打ち返し
技の組合せ	 	 　●しかけ応じ

	 　●技の攻防※（防具が用意できる場合）

●演技競技

●演技競技の審判の仕方
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単元の計画３章

なぎなた

1、単元の計画

❶ 第１学年　「なぎなた」に親しむ

❷ 第２学年　「なぎなた」を楽しむ

❸ 第３学年　「なぎなた」を愉
たの

しむ

3 年間の見通し

第 1 学 年 第 2 学 年 第 3 学 年

ΛशಘすΔ࡞ͱಈ͑ߏຊのج
̎ਓͰٕͯ͠ྗڠΛදݱすΔ

ɾଧͪฦ͠ΛशಘすΔ
　ʢଧͪฦ͠ɺٕΛͬた
のల։ʣ߈　

ຊのٕΛൃలͤ͞Δج

ɾ͔͚͠Ԡ͡ΛशಘすΔ
ʢ͔͚͠Ԡ͡ɺٕΛͬ
た߈のల։ʣ
ɾٕの؍͕Θ͔Δ
ɾԋٕٕڝձ͕Ͱ͖Δ

͏श͠たٕΛط
ٕの߈Λָ͠Ή

ɾ۩Λண͠ɺٕの߈Λ
ָ͠Ή
ɾϦζϜなぎなたΛ͠࡞ɺ
ൃදすΔ

　本稿では、武道「なぎなた」に親しむことを目標として、第１学年10時間の学習内容を取り

上げ、イラストを使用しながら解説する。
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̏章　୯ݩのܭը

２、「なぎなた」単元の目標

・基本動作や持ち替え操作など、基本的な技を身に付け発表し合うことか
ら、技が使える喜びを味わう。
・礼儀作法や伝統的な行動の仕方を学び、相手を尊重する心を育て、日常
の生活の中で活かす習慣をつくる。
・対人で行うことから、お互いに工夫し、教え合ったりしながら、正しい
技が使える喜びを味わう。
・お互いの距離（間合）を知り、安全に配慮しながら、危険回避や運動の
見通しができる。
・生涯にわたり運動やスポーツに親しむための自主的な学習方法を見つけ
ることができる。

３、第 1 学年・単元の評価規準

運 動 へ の
関 心 ・ 意 欲 ・ 態 度

運 動 に つ い て の
思 考 ・ 判 断

運 動 の 技 能
運 動 へ の

知 識 ・ 理 解

˔なぎなたのֶशʹ
ؔ৺Λͪ࣋ɺࣗओ
తʹऔΓ͏ͱ
͍ͯ͠Δɻ

ɾ҆શΛ֬อ߁݈˔
͍ͯ͠Δɻ

ڭ͍߹ॿ͚ʹ͍ޓ˔
͑߹͓͏ͱ͍ͯ͠
Δɻ

˔૬खΛଚॏ͠ɺ
౷తなߦಈのํ
ΛՌたͦ͏ͱͯ͠
͍Δɻ

のΛՌたݾࣗ˔
ͦ͏ͱ͍ͯ͠Δɻ

˔なぎなたΛܧଓ͠
ָͯ͠Ήためのࣗ
ద͠たؔΘΓʹݾ
ํΛ͍͚ͯͭݟΔɻ

˔ؒʹରٕͯ͠ज़
తな՝༗ޮな
࿅शํ๏のબʹ
ఠ͍ͯ͠ࢦ͍ͯͭ
Δɻ

˔なぎなたのجຊಈ
ຊͱなجΒɺ͔࡞
Δٕͱଧͪฦ͕͠
Ͱ͖Δɻ

˔なぎなたのجຊͱ
なΔٕ͔Β͔͚͠
Ԡ͕͡Ͱ͖Δɻ

˔なぎなたの౷త
なํ͑ߟʹ͍ͭͯɺ
ཧղ͠た͜ͱΛ
たΓॻ͖ग़ͬ͠ݴ
たΓ͍ͯ͠Δɻ

˔ٕの໊শ࿅शの
ɺֶ͍ͯͭʹํ
श͠た۩ମྫΛڍ
͍͛ͯΔɻ

˔ଧͪฦ͠のํ͍ߦ
ʹ͍ͭͯɺֶश͠
た۩ମྫΛͯ͛ڍ
͍Δɻ
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1
年
生
指
導
案
　
10
時
間
の
例

４
章

なぎなた

過
程

１
２

３
４

５
６

７
８

９
１
０

0
分

5
0
分 時

１
２

３
４

５
６

７
８

９
１
０

評 価 計 画

関 心 ・ 意 欲 ・ 態 度

な
ぎ
な
た
に
関

心
を
も
っ
て
い

る

周
囲
へ
の
安
全

に
配
慮
が
で
き

て
い
る

積
極
的
に
練
習

に
参
加
で
き
て

い
る

相
手
や
仲
間
を

尊
重
し
練
習
し

て
い
る

自
己
の
責
任
を

果
た
し
、
協
力

し
て
い
る

思 考 ・ 判 断

基
本
動
作
の
ポ

イ
ン
ト
を
見
つ

け
て
い
る

打
つ
方
法
、
受

け
る
方
法
の
ポ

イ
ン
ト
を
見
つ

け
て
い
る

自
己
の
課
題
を

見
つ
け
て
い
る

相
手
と
共
に
課

題
を
見
直
し
て

い
る

運 動 の 技 能

基
本
動
作
の
習

得
が
で
き
て
い

る

正
し
い
構
え
が

で
き
て
い
る

号
令
に
合
わ
せ

て
打
つ
こ
と
が

で
き
る

連
続
し
た
打
ち

方
が
で
き
て
い

る

連
続
し
た
打
ち

を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る

打
ち
返
し
の
打

ち
方
、
受
け
方

が
で
き
る

知 識 ・ 理 解

立
礼
・
基
本
動

作
を
理
解
し
て

い
る

技
の
名
称
や
打

ち
方
・
受
け
方

を
理
解
し
て
い

る

打
ち
返
し
の
順

序
を
覚
え
て
言

っ
た
り
書
い
た

り
し
て
い
る

相
手
と
の
間
合

を
理
解
し
て
い

る

技
の
攻
防
を
理

解
し
て
い
る

本 時 の キ ー ワ ー ド

「
礼
」

相
手
を
尊
重
し
、
敬
意
を
あ
ら
わ
す

あ
い
さ
つ
、
日
常
で
の
礼
の
実
践
の

大
切
さ
を
伝
え
る

「
正
し
い
姿
勢
」

身
体
に
一
番
負
担
の
な
い
姿
勢
で
正

し
い
構
え
に
も
つ
な
が
る

「
左
座
右
起
※
」

座
礼
を
す
る
時
に
左
足
か
ら
座
っ
て

右
足
か
ら
立
つ
こ
と

「
手
の
内
※
」

な
ぎ
な
た
の
握
り
方

「
手
の
位
置
」

打
ち
方
や
受
け
方
の
最
終
的
な
手
の

位
置

「
間
合
」

相
手
と
自
分
の
距
離

「
着
眼
」
相
手
を
見
る
こ
と

正
し
い
姿
勢
を
保
つ
た
め
の
目
の
役

割
と
、
相
手
の
動
き
や
変
化
に
対
す

る
目
の
動
き
の
こ
と

「
発
声
」
声
を
出
す
こ
と

気
迫
に
満
ち
た
大
き
な
声
で
打
突
部

位
を
呼
称
す
る
発
声
は
打
突
と
同
時

に
行
う

「
相
中
段
」

相
対
す
る
２
人
が
お
互
い
に
中
段
に

構
え
て
い
る
状
態

「
気
剣
体
一
致
※
」

気
と
は
気
力
の
こ
と
、
剣
と
は
な
ぎ

な
た
の
こ
と
、体
と
は
体
勢
の
こ
と
、

こ
の
三
つ
が
一
緒
に
な
り
打
突
す
る

と
有
効
打
突
に
な
る

「
攻
防
」

攻
め
た
り
防
い
だ
り
す
る
こ
と

「
刃
筋
」

な
ぎ
な
た
の
刃
の
通
る
方
向
の
こ
と

「
平
常
心
」

な
ぎ
な
た
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
精

神
的
に
不
安
に
な
っ
た
り
、
緊
張
や

動
揺
す
る
自
分
の
気
持
ち
を
自
分
で

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
、
い
つ
も
と

か
わ
ら
な
い
心

「
残
心
※
」

打
突
の
あ
と
に
も
気
を
ゆ
る
め
な
い

で
ど
ん
な
変
化
に
も
対
応
で
き
る
身

構
え
、
心
構
え
の
こ
と

前
時
の
復
習

オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン

歴
史

取
り
扱
い
方

特
性

礼
法

立
礼
・
座
礼

D
V
D
な
ど

打
ち
返
し

実
技
テ
ス
ト

他
者
評
価

グ
ル
ー
プ
学
習

授
業
の

ま
と
め

自
己
評
価

打
ち
返
し
練
習

相
対
で
行
う

（
打
ち
方
・
受
け
方
）

ペ
ア
決
定

打
ち
返
し

ペ
ア
で
練
習

受
け
方
の
練
習

刃
部
・
柄
部

基
本
打
突

面
・
側
面
・
す
ね

打ち
返し

の練
習

受
け
方

打ち
返し

の練
習

打
ち
方

打
突
練
習

二
段
打
ち

三
段
打
ち

礼
法
、
準
備
運
動
、
補
強
運
動
 な
ど

整
理
運
動
、
本
時
の
ふ
り
返
り
、
安
全
の
確
認
、
次
時
の
連
絡
、
礼
法
、
片
付
け
 な
ど

自
然
体

中
段
の
構
え

上
下
振
り

構
え
　
中
段
・
八
相
・
脇

　
下
段
・
上
段

体
さ
ば
き

送
り
足
・
歩
み
足
・
継
ぎ
足

開
き
足
・
踏
み
か
え
足

1
年
生
　
指
導
内
容
と
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
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̐章　�ੜࢦಋҊ　�� ؒ࣌

過
程

１
２

３
４

５
６

７
８

９
１
０

0
分

5
0
分 時

１
２

３
４

５
６

７
８

９
１
０

評 価 計 画

関 心 ・ 意 欲 ・ 態 度

な
ぎ
な
た
に
関

心
を
も
っ
て
い

る

周
囲
へ
の
安
全

に
配
慮
が
で
き

て
い
る

積
極
的
に
練
習

に
参
加
で
き
て

い
る

相
手
や
仲
間
を

尊
重
し
練
習
し

て
い
る

自
己
の
責
任
を

果
た
し
、
協
力

し
て
い
る

思 考 ・ 判 断

基
本
動
作
の
ポ

イ
ン
ト
を
見
つ

け
て
い
る

打
つ
方
法
、
受

け
る
方
法
の
ポ

イ
ン
ト
を
見
つ

け
て
い
る

自
己
の
課
題
を

見
つ
け
て
い
る

相
手
と
共
に
課

題
を
見
直
し
て

い
る

運 動 の 技 能

基
本
動
作
の
習

得
が
で
き
て
い

る

正
し
い
構
え
が

で
き
て
い
る

号
令
に
合
わ
せ

て
打
つ
こ
と
が

で
き
る

連
続
し
た
打
ち

方
が
で
き
て
い

る

連
続
し
た
打
ち

を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る

打
ち
返
し
の
打

ち
方
、
受
け
方

が
で
き
る

知 識 ・ 理 解

立
礼
・
基
本
動

作
を
理
解
し
て

い
る

技
の
名
称
や
打

ち
方
・
受
け
方

を
理
解
し
て
い

る

打
ち
返
し
の
順

序
を
覚
え
て
言

っ
た
り
書
い
た

り
し
て
い
る

相
手
と
の
間
合

を
理
解
し
て
い

る

技
の
攻
防
を
理

解
し
て
い
る

本 時 の キ ー ワ ー ド

「
礼
」

相
手
を
尊
重
し
、
敬
意
を
あ
ら
わ
す

あ
い
さ
つ
、
日
常
で
の
礼
の
実
践
の

大
切
さ
を
伝
え
る

「
正
し
い
姿
勢
」

身
体
に
一
番
負
担
の
な
い
姿
勢
で
正

し
い
構
え
に
も
つ
な
が
る

「
左
座
右
起
※
」

座
礼
を
す
る
時
に
左
足
か
ら
座
っ
て

右
足
か
ら
立
つ
こ
と

「
手
の
内
※
」

な
ぎ
な
た
の
握
り
方

「
手
の
位
置
」

打
ち
方
や
受
け
方
の
最
終
的
な
手
の

位
置

「
間
合
」

相
手
と
自
分
の
距
離

「
着
眼
」
相
手
を
見
る
こ
と

正
し
い
姿
勢
を
保
つ
た
め
の
目
の
役

割
と
、
相
手
の
動
き
や
変
化
に
対
す

る
目
の
動
き
の
こ
と

「
発
声
」
声
を
出
す
こ
と

気
迫
に
満
ち
た
大
き
な
声
で
打
突
部

位
を
呼
称
す
る
発
声
は
打
突
と
同
時

に
行
う

「
相
中
段
」

相
対
す
る
２
人
が
お
互
い
に
中
段
に

構
え
て
い
る
状
態

「
気
剣
体
一
致
※
」

気
と
は
気
力
の
こ
と
、
剣
と
は
な
ぎ

な
た
の
こ
と
、体
と
は
体
勢
の
こ
と
、

こ
の
三
つ
が
一
緒
に
な
り
打
突
す
る

と
有
効
打
突
に
な
る

「
攻
防
」

攻
め
た
り
防
い
だ
り
す
る
こ
と

「
刃
筋
」

な
ぎ
な
た
の
刃
の
通
る
方
向
の
こ
と

「
平
常
心
」

な
ぎ
な
た
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
精

神
的
に
不
安
に
な
っ
た
り
、
緊
張
や

動
揺
す
る
自
分
の
気
持
ち
を
自
分
で

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
、
い
つ
も
と

か
わ
ら
な
い
心

「
残
心
※
」

打
突
の
あ
と
に
も
気
を
ゆ
る
め
な
い

で
ど
ん
な
変
化
に
も
対
応
で
き
る
身

構
え
、
心
構
え
の
こ
と

前
時
の
復
習

オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン

歴
史

取
り
扱
い
方

特
性

礼
法

立
礼
・
座
礼

D
V
D
な
ど

打
ち
返
し

実
技
テ
ス
ト

他
者
評
価

グ
ル
ー
プ
学
習

授
業
の

ま
と
め

自
己
評
価

打
ち
返
し
練
習

相
対
で
行
う

（
打
ち
方
・
受
け
方
）

ペ
ア
決
定

打
ち
返
し

ペ
ア
で
練
習

受
け
方
の
練
習

刃
部
・
柄
部

基
本
打
突

面
・
側
面
・
す
ね

打ち
返し

の練
習

受
け
方

打ち
返し

の練
習

打
ち
方

打
突
練
習

二
段
打
ち

三
段
打
ち

礼
法
、
準
備
運
動
、
補
強
運
動
 な
ど

整
理
運
動
、
本
時
の
ふ
り
返
り
、
安
全
の
確
認
、
次
時
の
連
絡
、
礼
法
、
片
付
け
 な
ど

自
然
体

中
段
の
構
え

上
下
振
り

構
え
　
中
段
・
八
相
・
脇

　
下
段
・
上
段

体
さ
ば
き

送
り
足
・
歩
み
足
・
継
ぎ
足

開
き
足
・
踏
み
か
え
足
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なぎなた

ֶश༰ ಋ্のҙࢦ ධՁ

導

入

準備運動を行う

挨拶を行う

本時の学習内容を知る

大きな声を出させる

なぎなたの扱い方・礼法・歴

史・特性を知らせる

【関心・意欲・

態度】

展
　
　
　
　
　
　
開

オリエンテーション

　歴史

　取り扱い方

　特性

　礼法（立礼・座礼）

●自然体

●中段の構え

●上下振り

　後ろ足を前足にそろえるのと同時に、頭上に

　振り上げる。そろえた後ろ足を戻しながら振

　り下ろし、半身になる

整理運動を行う

DVD等を活用する

肩の力を抜き背筋を伸ばさせ

る

身体の向きは半身で左手、左

足が前を向いている手（左中

段）を理解させる

手足の動き、体の向きを正し

く行わせる

ま
と
め

本時のふり返りを行う

次時の学習について知る

挨拶を行う（座礼）

学習カードに記入させる

座礼の仕方を知らせる

【知識・理解】

1年生指導案　1／ 10時間目

・なぎなたへの関心を持つ【関心・意欲・態度】
・伝統的な行動の仕方の理解ができている【知識・理解】

礼法・基本的な動作にふれる

本時の
目標

なぎなた 3

自然体

中段の構え

手幅と足幅は肩幅

とほぼ同じ

中段 振り上げ 振り下ろし
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̐章　�ੜࢦಋҊ　�� ؒ࣌

ֶश༰ ಋ্のҙࢦ ධՁ

導

入

準備運動を行う

挨拶を行う

本時の学習内容を知る

大きな声を出させる

正座の仕方を確認させる

構え・基本打突について知ら

せる

展
　
　
　
　
　
　
開

復習：自然体・中段の構え・上下振りを行う

●面打ち

　振り上げ（頭上に振り上げる）

　まっすぐに振り上げ、下ろす

●八相の構えを知る（左右）

　なぎなたが体にそうように行う

●側面打ち

●すね打ち

整理運動を行う

周囲に気を配り、安全な距離

を保つように行わせる

発声は「メン」

右手と左手を体の中心で持ち

替えさせる

体を 180 度回転させながら

前手を自然に伸ばすように意

識させる

打ちと同時に大きな声を出さ

せる

発声は「メン」

発声は「スネ」

【関心・意欲・

態度】

【技能】

【技能】

ま
と
め

本時のふり返りを行う

次時の学習について知る

挨拶を行う（座礼）

学習カードに記入させる

1年生指導案　2／ 10時間目

・安全への配慮ができている【関心・意欲・態度】
・基本動作ができる【技能】

面・側面・すねを打ってみよう

本時の
目標

面打ち

●八相の構え

耳の高さ

すね打ち

前膝を少し曲げる

腰骨の高さ

八相の構え
（横から見て）

振り上げ

側面打ち

なぎなた 3

なぎなた修正 2017.02.2�

中段の構え
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なぎなた

1年生指導案　3／ 10 時間目

ֶश༰ ಋ্のҙࢦ ධՁ

導

入

準備運動を行う

挨拶を行う

本時の学習内容を知る

大きな声を出させる

正座の仕方を確認させる

展
　
　
　
　
　
　
開

復習　自然体・中段の構え
面打ち・側面打ち・すね打ちを行う・上体と一緒に腰で歩くように行う
●体さばきを知る（P42、43参照）
・送り足
・歩み足
・継ぎ足
・踏みかえ足
・開き足
●指導者の号令に合わせて行う（打った姿勢から中段になる）

整理運動を行う

【思考・判断】

【技能】

ま
と
め

本時のふり返りを行う

次時の学習について知る

挨拶を行う（座礼）

学習カードに記入させる

体さばきの方法を覚えよう

本時の
目標

・基本動作のポイントを見つけている【思考・判断】
・構え・体さばきができる【技能】

なぎなた 3 なぎなた 3

なぎなた 3

なぎなた 3

中段の構え 中段の構え

中段の構え

中段の構え

面打ちすね打ち

①

②

④

③②

①

歩
み
足

あ
と

送
り
足

あ
と

継
ぎ
足

あ
と
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1年生指導案　4／ 10 時間目

ֶश༰ ಋ্のҙࢦ ධՁ

導

入

準備運動を行う

挨拶を行う

本時の学習内容を知る

大きな声を出させる

正座の仕方を確認させる

展
　
　
　
　
　
　
開

復習：自然体・中段の構え・面打ち・側面打ち

　　　すね打ちを行う

●指導者の号令に合わせて打つ

＜二段打ちの例＞

　面・すね

　左側面・右側面

　左すね・右すね

　側面・すね

●＜三段打ちの例＞

　面・側面・すね

　左すね・右すね・面

●生徒の号令に合わせて打つ

●受け方について説明する

整理運動を行う

●列ごとに行わせる

●安全な間合で行わせる

＜二段打ちの例＞

「面・すねを打て」

「左右　面を打て」

「左右　すねを打て」

＜三段打ちの例＞

「面・側面・すねを打て」

「左右すね・面を打て」

打つとともに

大きな声で発声させる

【関心・意欲・

態度】

【技能】

ま
と
め

本時のふり返りを行う

次時の学習について知る

挨拶を行う（座礼）

学習カードに記入させる

二段打ち、三段打ちに挑戦しよう

本時の
目標

・積極的に練習に参加している【関心・意欲・態度】
・相手の号令に合わせて動くことができる【技能】
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なぎなた

1年生指導案　5／ 10時間目

ֶश༰ ಋ্のҙࢦ ධՁ

導

入

準備運動を行う

挨拶を行う

本時の学習内容を知る

大きな声を出させる

正座の仕方を確認し、姿勢を

正して行わせる

展
　
　
　
　
　
　
開

復習：号令に合わせて二段打ち・三段打ち

●相対になる

足をそろえて面を

柄の中央部で受ける

受ける方は、体さばきと同時に物打で受ける

受ける方が号令をかけて行う

整理運動

相対の方法を知らせる

相対

（相中段）の間合を理解させ

る

※柄部の物打

　石突から 20-25㎝の場所

※刃部の物打

　切先から 15-20㎝の場所

打ちと同時に大きな声で発声

させる

号令をかける際

打たせる場所（打突部位）を

大きな声で発声させる

【思考・判断】

【知識・理解】

ま
と
め

本時のふり返りを行う

次時の学習について知る

挨拶を行う（座礼）

学習カードに記入させる

・打つ方法・受ける方法のポイントを見つけている【思考・判断】
・技の名称を覚えている【知識・理解】

受け方の練習をしよう

本時の
目標

柄部受け

刃部受け

4m

物打
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1年生指導案　6／ 10 時間目

ֶश༰ ಋ্のҙࢦ ධՁ

導

入

準備運動を行う

挨拶を行う

本時の学習内容を知る

大きな声を出させる

正座の仕方を確認し、姿勢を

正して行わせる

展
　
　
　
　
　
　
開

復習：三段打ち（空間）

　　　面－左側面－右側面

　　　左すね－右すね－面

●相対になる

打ち返しの打ち方を知る

面－左右面－左右すね－面

受ける方は、打つ方の動きに対して体さばきと

ともに受ける

整理運動

安全な間合で行わせる

号令で一斉に行わせる

大きな声で発声させる

連続して打つ方法を知らせる

一本ずつ「打ち」を正しく打

たせる

持ちかえを素早く行わせる

相手の打突部位を正しく打た

せる

打つとともに発声することを

意識させる

【技能】

【知識・理解】

【技能】

ま
と
め

本時のふり返りを行う

次時の学習について知る

挨拶を行う（座礼）

学習カードに記入させる 【知識・理解】

・連続した打ち方ができている【技能】
・打ち返しの順番を覚えて言ったり書いたりしている【知識・理解】

打ち返しに挑戦しよう

本時の
目標

側面側面すねすね 中段中段 面 面

②③④⑤⑥ ①⑧ ⑦
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なぎなた

ֶश༰ ಋ্のҙࢦ ධՁ

導

入

準備運動を行う

挨拶を行う

本時の学習内容を知る

大きな声を出させる

正座の仕方を確認し、姿勢を

正して行わせる

展
　
　
　
　
　
　
開

復習：２人組で打ち返しを行う

●グループ学習

相手をかえて自由に行う

整理運動を行う

どの相手に対しても相手を尊

重して行わせる

受ける方はなぎなたの繰り込

みを滑らかに、体に沿わせて

行わせる

手の位置を確認させる

相手の打ちをよく見て受けさ

せる

安全な間合を保つよう意識さ

せる

受ける時は、十分な体さばき

を行わせる

【関心・意欲・

態度】

【技能】

ま
と
め

本時のふり返りを行う

次時の学習について知る

挨拶を行う（座礼）

学習カードに記入させる

1年生指導案　7／ 10時間目

・相手や仲間を尊重し練習する【関心・意欲・態度】
・連続した打ちに対して受け方ができる【技能】

グループで相手を替えながら打ち返しを練習してみよう

本時の
目標

2・3振り上げ面

4・5八相の構え→側面

8・9八相の構え→

すね

10・11 八相の構え→

すね

13・14 振り上げ面

12相中段

1相中段

6・7八相の構え→側面
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ֶश༰ ಋ্のҙࢦ ධՁ

導

入

準備運動を行う

挨拶を行う

本時の学習内容を知る

大きな声を出させる

展
　
　
　
　
　
　
開

復習：２人組で打ち返しを行う

●グループ学習

・号令のかけ方を覚える

　「お互いに礼」

　「中段に構え」

　「打ち返しはじめ」

　「交替」

　「打ち返しはじめ」

　「なおれ」

　「お互いに礼」

・号令に合わせて練習する

・打つ方・受ける方の気持ちを合わせて練習

　する

・自分が正しくできたか考える

・他の人の動きを見て正しく行っているか考え

　る

・お互いに意見や感想を出し合う

整理運動を行う

安全な間合で行わせる

グループ内で役割を決め大き

な声で号令をかけさせる

お互いの礼の仕方（15 度）

を覚えさせる

相手の目を見て礼をさせる

自然体の姿勢を意識させる

打ちと同時に大きな声で発声

させる

体さばきとともに受ける

【知識・理解】

【思考・判断】

ま
と
め

本時のふり返りを行う

次時の学習について知る

挨拶を行う（座礼）

学習カードに記入させる

1年生指導案　8／ 10時間目

・自己の課題を見つけている【思考・判断】
・相手との間合を理解している【知識・理解】

グループで課題の解決に取り組もう

本時の
目標



26

なぎなた

1年生指導案　9／ 10 時間目

ֶश༰ ಋ্のҙࢦ ධՁ

導

入

準備運動を行う

挨拶を行う

本時の学習内容を知る

大きな声を出させる

正座の仕方を確認させる

展
　
　
　
　
　
　
開

復習：打ち返しの練習をする

発表方法の確認をする

●グループ練習

・打ち返し

		相対になり正面に対して右側から打ち始める

　（交替して受ける方も練習する）

整理運動を行う

・互いに教え合いながら技の

見直しをさせる

・受ける際は相手の動きをよ

く見て行うようにさせる

・安全な間合で行わせる

・相手と気持ちを合わせて技

の攻防を表現させる

【思考・判断】

【知識・理解】

ま
と
め

本時のふり返りを行う

次時の学習について知る

挨拶を行う（座礼）

学習カードに記入させる

・相手と共に課題を見直している【思考・判断】
・技の攻防を理解している【知識・理解】

お互いに高めながら教え合い
打ち返しを練習しよう

本時の
目標
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1年生指導案　10／ 10 時間目

ֶश༰ ಋ্のҙࢦ ධՁ

導

入

準備運動を行う

挨拶を行う

評価のポイントを確認する

大きな声を出させる

正座の仕方を確認させる

展
　
　
　
　
　
　
開

復習：

２人１組で打ち返しの練習をする

●ペアでまとめの練習を行う

●打ち返し実技テスト

・他者評価をする

●自己評価をする

・安全な間合で行わせる

・目線を相手から離さないよ

うにさせる

・正しい部位を打たせる

・正しい構えから打たせる

・打ちと同時に発声させる

・２人の気持ちを合わせて行

わせる

①着座し、他人の打ち返しを

見て、他者の出来栄えを評

価させる（P32 参照）

②自分自身の出来栄えを評価

させる

自分のペアの出来栄えを評

価する

【技能】

【関心・意欲・

態度】

ま
と
め

なぎなた授業の感想を書く

挨拶を行う（座礼）

授業で学習したことを日常生

活の中で生かすことができる

か考えさせる

学習カードに記入させる

呼吸を整え気持ちを落ちつけ

させる

正しい座礼を行わせる

・自己の責任を果たし、協力して行っている【関心・意欲・態度】
・打ち返しの打ち方・受け方ができる【技能】

打ち返しを発表しよう

本時の
目標
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資料編５章

なぎなた

１ 図解　打ち返し

　打ち返しは、初心者も上達した人も怠ってはならない基礎的な練習法です。手の内、間合、体

さばき等の基礎的な動作を総合的に練習することで、動作が迅速になり、足腰が強くなり、呼吸

が長く続き、身体を鍛えることができます。

②礼
15度の礼

①自然体
　4ｍの間隔で相対する

③相中段
左足を一歩踏み
出し、互いに中
段に構える

15度15度

30度30度

なぎなた修正 17.02.23
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④面打ち
　�振り上げて
面を打つ

面受け
　�なぎなたを
繰り込んで
刃部で受け
る（送り足）

柄部受け
　�左足を一歩引
き半身※で柄
部で受ける

刃部受け
　�右足を一歩引
き半身で刃部
で受ける

左足を一歩引き半身
で柄部で受ける

⑤側面打ち
　�八相の構え
から後ろの
足を踏み込
んで体を回
転させて側
面を打つ

⑥側面打ち
　�八相の構え
から後ろの
足を踏み込
んで体を回
転させて側
面を打つ

⑦すね打ち
　�八相の構え
から後ろの
足を踏み込
んで体を回
転させてす
ねを打つ

15度15度

30度30度

なぎなた修正 17.02.23
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なぎなた

⑧すね打ち
　��八相の構えか
ら後ろの足を
踏み込んで体
を回転させて
すねを打つ

刃部受け
　�右足を一歩引き
半身で刃部で受
ける

相中段
　�間を切り中段
となる

柄の中央で左足を
一歩下げ、足をそ
ろえて受ける

⑨相中段
　�間を切り中段と
なる

4ｍ

⑩面打ち
　�振り上げて面を
打つ
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⑪相中段
　間を切り中段
となる

相中段
　�間を切り中段
となる

4ｍ

4ｍ

4ｍ

⑫自然体
　前の足を引き後ろの足
に揃え自然体となる

⑬礼
15度の礼

15度15度

30度30度

なぎなた修正 17.02.23



32

なぎなた
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तۀのݟ௨͠ͱܭը

ˑなぎなたのྺ࢙ˑ

ˑͲのΑ͏なٕڝʢಛੑʣˑ

࣌ ֶश༰  तۀのྲྀΕ
� ྱ๏ɾجຊతなಈ࡞ʹ৮ΕΔ � ྻ　　ຊ࣌のઆ໌　　४උӡಈ
� ໘ɾଆ໘ɾすͶΛଧͬͯΈΑ͏ �� શମֶशɿલの෮श
� ମ͖͞のํ๏Λ֮͑Α͏ શମ׆ಈʢల։ʣ

� ೋஈଧͪɺࡾஈଧͪʹઓ͠Α͏

� ड͚ํの࿅शΛ͠Α͏

� ଧͪฦ͠ʹઓ͠Α͏

� άϧʔϓͰ૬खΛ͔͑な͕Βଧͪฦ͠Λ࿅शͯ͠ΈΑ͏

� άϧʔϓͰ՝のղܾʹऔΓ͏ �� ย͚ͮ　ֶशΧʔυهೖʢ൝͝ͱʣ
� めな͕Βଧͪฦ͠Λ࿅श͠Α͏ߴʹ͍ޓ͓

�� ଧͪฦ͠Λൃද͠Α͏ �� ྻ　·ͱめ

①
　
　
月
　
　
日

ຊ࣌のͶΒ͍ ຊ࣌のΩʔϫʔυɿ

ʲ࿅श༰ʳ ʲ࿅शͯ͠Θ͔ͬた͜ͱʳ

ʲলɾ࣍の՝ʳ

②
　
　
月
　
　
日

ຊ࣌のͶΒ͍ ຊ࣌のΩʔϫʔυɿ

ʲ࿅श༰ʳ ʲ࿅शͯ͠Θ͔ͬた͜ͱʳ

ʲলɾ࣍の՝ʳ

③
　
　
月
　
　
日

ຊ࣌のͶΒ͍ ຊ࣌のΩʔϫʔυɿ

ʲ࿅श༰ʳ ʲ࿅शͯ͠Θ͔ͬた͜ͱʳ

ʲলɾ࣍の՝ʳ

２ なぎなた学習カードの例
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④
　
　
月
　
　
日

ຊ࣌のͶΒ͍ ຊ࣌のΩʔϫʔυɿ

ʲ࿅श༰ʳ ʲ࿅शͯ͠Θ͔ͬた͜ͱʳ

ʲলɾ࣍の՝ʳ

⑤
　
　
月
　
　
日

ຊ࣌のͶΒ͍ ຊ࣌のΩʔϫʔυɿ

ʲ࿅श༰ʳ ʲ࿅शͯ͠Θ͔ͬた͜ͱʳ

ʲলɾ࣍の՝ʳ

⑥
　
　
月
　
　
日

ຊ࣌のͶΒ͍ ຊ࣌のΩʔϫʔυɿ

ʲ࿅श༰ʳ ʲ࿅शͯ͠Θ͔ͬた͜ͱʳ

ʲলɾ࣍の՝ʳ

⑦
　
　
月
　
　
日

ຊ࣌のͶΒ͍ ຊ࣌のΩʔϫʔυɿ

ʲ࿅श༰ʳ ʲ࿅शͯ͠Θ͔ͬた͜ͱʳ

ʲলɾ࣍の՝ʳ

⑧
　
　
月
　
　
日

ຊ࣌のͶΒ͍ ຊ࣌のΩʔϫʔυɿ

ʲ࿅श༰ʳ ʲ࿅शͯ͠Θ͔ͬた͜ͱʳ

ʲলɾ࣍の՝ʳ

⑨
　
　
月
　
　
日

ຊ࣌のͶΒ͍ ຊ࣌のΩʔϫʔυɿ

ʲ࿅श༰ʳ ʲ࿅शͯ͠Θ͔ͬた͜ͱʳ

ʲলɾ࣍の՝ʳ

⑩
　
　
月
　
　
日

ʲൃදΛऴ͑ͯのײɺࣗݾධՁʳ

̑章　ࢿྉฤ
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なぎなた

　　　　　൪　໊ࢯ　　　　　��݄　　　　　ݶ࣮ࢪ

ˎࣗのଧͪฦ͠ΛධՁ͠Α͏ɻࣈʹ˓Λ͍Ε͍ͯͩ͘͞ɻ

্खʹͰ͖Δ Ͱ͖Δ
͋·Γ

͏·͘Ͱ͖な͍
͏·͘Ͱ͖な͍

� ਅ͙ͬ૬खΛݟΔʢண؟ʣ �� � � �

� ਖ਼͍࢟͠Ͱྱ͕Ͱ͖Δ �� � � �

� େ͖なͰൃすΔ �� � � �

� ໘ଧ͕ͪͰ͖Δ �� � � �

� ਖ਼͍͠ീ૬の͕͑ߏͰ͖Δ �� � � �

� ଆ໘ଧ͕ͪͰ͖Δ �� � � �

� すͶଧ͕ͪͰ͖Δ �� � � �

� ໘ฑ෦ड͚͕Ͱ͖Δ �� � � �

� すͶड͚͕Ͱ͖Δ �� � � �

�� ଧͪฦ͕͠Ͱ͖Δ �� � � �

͋なたの߹ܭ

３ なぎなた授業・自己評価表の例

ʻなぎなたतۀのײʼ

ʻΈΜなのଧͪฦ͠ΛධՁ͠Α͏ʼ
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̑章　ࢿྉฤ

１．あなたがなぎなたを持って、次の構えや打突している姿を図で表しなさい。

２．刃、峯、石突、切先、千段巻、物打、柄部を図の中に示しなさい。

３．なぎなたの歴史について、（　　　　）に適切な語句を書きなさい。

　なぎなたは古くは、戦闘の実践武具として利用されていましたが、戦国時代には（　槍　）の利用が多くなっ

たことや、（　鉄砲　）の伝来により戦闘様式が変化し、武具としては利用されなくなりました。

　その後、（　江戸　）時代には婦人の護身用として用いられ、（　武家　）の女子は必ず（　心得　）として

練習するようになりました。明治以降は女子の（　武道　）としてその目的も（人間形成）に重きがおかれ、

学校教育の場において実施されました。第二次世界大戦後、学校教育の場ですべての武道が禁止されました。

しかし、昭和３１年代に入り、学校教育の場で活動が認められ、今日に至っています。

̖ɾࣗવମ ̗ɾதஈの͑ߏ

̘ɾീ૬の͑ߏ ̙ɾすͶΛଧͪのޙ

　　　　　൪　໊ࢯ

４ 座学・プリント学習の例
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なぎなた

５ なぎなたの取り扱い方

なぎなたの取り扱い方

なぎなたの受け渡し方

練習を始める前に用具を点検し、大切に使用すること。

（確認事項）
・切先や石突のたんぽがはずれないか。
・刃部の竹がささくれだっていないか。
・柄が曲がっていないか。

　なぎなたの受け渡しをする時は、お互いになぎなたの柄の中央を両手で持つようにして行う。
渡す人は、刃部が上に、石突が下で、刃を自分の方に向け、右にやや斜めにして渡す。受け取る
人は、相手の両手の中心に左手をかけ、石突の方に右手をそえて受け取る。

受け渡し方
① ② ③ ④
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̑章　ࢿྉฤ

６ 基本動作

自　然　体

自然体よりの移動方法

　礼　

　なぎなたを持って自然に立った姿を
自然体という。最も安定した体勢。

①石突を右足の斜め前に刃部を前に向
けて垂直に立てる。

②右手は腰骨の位置で手首を軽くつけ
て握り、左手は左ももの外側に下ろ
して指先をそろえて軽くつける。

③あごを引き、肩の力を抜いて背筋を
伸ばす。

④目はまっすぐに前を見る。相手のい
る場合は、相手の目を見る。

　右手首を軽く腰骨につけたまま、切先を15度、前に傾けて移動する。

　礼は人の謙虚な心のあらわれで、相手の人格を尊重し、素直な心や美しい姿勢が養われます。

【立礼】
・立礼には、正面（試合場・練習場）に対して行う礼と、相手に対して行う礼がある。
　①正面に対する礼は、上体を約30度に前傾する。
　②相手に対する礼は、相手に注目しながら上体を約15度に前傾する。
　③いずれも、なぎなたを前後左右に傾けないように、左手は、前傾とともに左ももにそわせて
やや内側に自然に下ろす。

手首を腰骨の

位置につける

柄の握り方　小指の

ほ う か ら 柄 に そ え、

刃を前にして握る

親指を揃えて

自然に体にそえる

15度15度

30度30度

なぎなた修正 17.02.23
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なぎなた

７ 座礼

　座礼　

①（左座右起）座る時は、左足をわずかに引いて左膝を折って床につけ、次に右膝を床につけて
座る。

②両足の親指を重ね、両膝をそろえ、腰を伸ばす。

③上体をまっすぐにしてあごを引き、口を軽く閉じて前方を見る。

④（なぎなたの置き方）なぎなたは、体の右側に、石突を膝頭より約30㎝前に出し、刃を外側
にまっすぐに置く。

⑤（正座）両手は、指をそろえて両ももの上に置き、上腕部を軽く体につける。

⑥（座礼）正座の姿勢で上体を前方に傾けながら両手を膝前に進め、肘を張らずに礼をする。

⑦立つときは、つま先を立て、体をやや右に向け、なぎなたを右手は下から、左手は上から握る。

⑧腰を伸ばしながら右足を踏み出して立ち上がり、左足をそろえ、なぎなたの石突を床につけて
左手を戻す。

⑤

▲相手に注目する▲自然体より座りながら右側に刃部の方を後に倒し、刃を外にし、

膝頭より 30cm ほど石突を出して両手で静かに置く

④なぎなたの置き方 

⑥座礼 

正座
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８ 構え

　構え　

　構えとは、自分を守り、相手を攻撃するための基本動作であり、心構えと身構えとがそなわっ
た状態をいう。基本の構えには、中段・下段・八相・脇・上段の５つの構えがありそれぞれに左
右の構えがあるが、通常は最初に左に構える。

《中段の構え》
すべての構えの基本。動作を起こしたり、変化
に応じるのに最も適している。

自然体から中段に構える場合

①左手を右手の上方にかけてなぎなたを握る。

②左足を約２足弱（体格によって異なるがほぼ
肩幅と同じ）前に出しながら、体を右側に向
け半身になる。

③切先を前方に倒し、右手を石突の方に足幅位
通わせて握り、後ろ足側の内ももあたりに右
手を軽くつける。

石突は、前腕の長さほど残し、切先は、自分
の体の中心の延長線上にあり、自分のみぞお
ち（相手がいる場合は、相手のみぞおち）の
高さにつける。

《八相の構え》
ただちに打突できる最も攻撃的な構え。

①中段の構えから切先を上げながら、
右手と左手を体の中心で持ち替える。

②右手は右耳の高さで肘は自然に開
き、左手は石突のほうに通わせ、手
首を軽く腰骨あたりにつけ、肘は張
らないようにする。

③柄を胸部にそわせ、石突の位置が体
側の中心になるようにつける。刃を
前方に向ける。

前の手の握り
上から軽く手の平にそう
ように斜めに入るように
握る

刃 は 前 に
向ける

肘は自然に開く
手は耳の高さ一握
りあける 脇は軽くしめ、肘

を前に出さない

重心は中心に

石突に近い方の手
は腰骨に手首をつ
ける

▲体を半身に開き重心を中央に置く

右手の位置
握った右手を内
ももにつける
石突は前腕の長
さを残す

◀

▲

▶

▶

◀

◀
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なぎなた

《脇構え》
変化に応じて打突ができる構え。

①	中段の構えから切先を上げながら、石突は体の中心を通って右手と左手を持ち替える。

②石突を前にして、刃を外に向け、水平に構える。

③手幅は足幅と同じくらいで、両手を軽く下に伸ばす。

《下段の構え》
切先を下げて相手の足もとを攻
めながら自分を守る構え。

①	中段の構えから右手の握りを
外側に返しながら刃を上に向
ける。

②	右手は右耳の高さの位置で、
肘は自然に後方へ開く。

③	左手はやや切先の方向に通わ
せる。

④	切先は体の中心で、床より約
10cmの高さ。

後方の手は体側より
一握りあける。刃は
横にする。手幅と足
幅は同じで、なぎな
たを水平に構える

一握りあける

石突は体側の中央に入る

前の手は軽く脇をし
める。なぎなたを軽
く体につける。後の
手は耳の高さ

切先は床から約 10㎝に

切先は体側の中心　▶

◀

◀

◀

◀
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《上段の構え》
いつでも打突できる攻撃的な構え。

①中段の構えから、なぎなたの切先を頭上に上げながら、右手と左手を持ち替える。

②石突を前にして、刃を上に向けて両肘を開き、頭上に構える。

③切先は前方の石突よりもやや高くなる。

石突は前腕の長さを
残し、前の手の小指
をしめると切先の方
を、やや高くする

中段の手幅より一握
り広くして頭上に構
える

石突は体側の中央

▲

◀

◀

両方の目が見える◀
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なぎなた

໊শ ①送り足 ②歩み足

આ໌
送り足は各方面に速く移動したり、
打突するとき用いる足さばきである。

歩み足は前後に速く移動するときに用いる足さばきである。

ཁ߲

前進の場合は前の足より進め直ちに
後の足を進める。
後退の場合は後の足より下がり直ち
に前の足を下げる。

〈要領〉半身の体勢をくずさないようにして、前進の場合は、後の足から４
歩前方に進む。後退の場合は前の足から４歩後に下がる。

߸ྩ まえ！　　　　 あと！ 歩み足まえ！　歩み足あと！ 歩み足まえ！　歩み足あと！

  

９ 体さばき

ᶅ

ᶄ

ᶄ

ᶆ

ᶃ

ᶆ

ᶃ

ᶅ

左中段
右足を左足の前
を通過させて交
差させながら交
互に前方へ４歩
進む。

まえ（前進）

ᶄ

ᶆ

ᶃ

ᶅ

あと（後退）

ᶃ

ᶄ

ᶅ

ᶆ

まえ（前進） まえ（前進）あと（後退）

あと（後退）

あと（後退）

左足

右足

右足

左足

　最初の立ち位置は太い線で示した。左足が白、右足が青。

まえ（前進）

〈右中段の場合〉〈左中段の場合〉〈左中段の場合〉

〈右中段の場合〉
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③開き足 ④踏みかえ足 ⑤継ぎ足
身体をかわしながら打突したり、応じ
たりする時に用いる足さばきである。

身体の向きをその場でかえて打突
したり応じたりする時に、用いる
さばき。

継ぎ足は遠い間合から打突する場合
や、早く間合をとりたい時などに用
いる足さばきである。

〈要領〉左に開く場合は左足から移動し、
右足はそれにつれて移動させる。
右に開く場合は右足から移動し、左足
はそれにつれて移動させる。

〈要領〉後ろの右（左）足を前の左
（右）足にそろえて、ただちに前の
左（右）足を後ろに引いてさばく。

〈要領〉前進の場合は後ろ足を前の足
に引きつけ、ただちに前の足から踏
み込む。後退の場合は前の足を後の
足に引きつけ同様に行う。

右に開け！左に開け！ 継ぎ足まえ！　　継ぎ足あと！

  

体を回転させ
ながら踏み込
んで開いて移
動し位置を変
える。左、右、
前、後の方向
に開くことが
できる。 

ᶃ

ᶄ

方
向
が
変
わ
る
開
き
足

右に開く

左に開く

ᶃ

ᶄ

ᶄ

ᶃ

ᶄᶃ

ᶄ

ᶄ

ᶃ

ᶃ

ᶅ

あと（後退）

あと（後退）

ᶄ

ᶄ

ᶃ

ᶃ

右足

まえ（前進）

まえ（前進）
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なぎなたのすすめ６章

なぎなた

　武道の歴史を振り返る時、その根底には「命を守ること」「平和な社会を継続すること」「人と

しての正しい生き方を貫くこと」という大きな命題がありました。

　その教えの中には、男女の別なく、人の進むべき道が示されています。現代社会に通じる男女

平等の精神が息づいているといえます。そして、その精神を受け継ぐべく、種々の武道種目は、

その技術的要素に応じた進化を遂げました。

　なぎなたには、女性の身体的特性に合わせ、しなやかさが最大限に表現される左右対称の動き

が多く取り入れられています。繊細な攻防の中にも大胆な動作があることが特徴的です。

　なぎなた指導の基本理念には「心身ともに調和の取れた人材育成」が掲げられています。そし

て、なぎなたは自分を大切にし、相手を尊重する女子の武道として発展してまいりました。用具・

ルールなど、時代に合わせた柔軟な改定が行われ、今日では勇敢な中にある美しさに惹かれた男

子の愛好者も増え、男女平等が具現化された武道として、さらに発展してまいりました。

　多感な中学時代に、なぎなたの体験をすることで、身体的・精神的成長が見込まれます。周り

とともに自己を見つめ、互いに切磋琢磨するなぎなたの稽古では、人としての生きる力が育まれ

ます。

　これからどのように社会と関わり、よりよい人生を送るか、未来を担う中学生には男女問わ

ず、なぎなたの特性に触れる機会を持っていただけるよう、「楽しいなぎなた」を発信していき

たいと思います。
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６章　なぎなたのすすめ

用語の解説　（五十音順）

用　　語 解　　　　　　　説

ㆀ㆗

ӡ
ㆯ㆓

ͼ ମΛલޙɺࠨӈɺࣼめなͲʹҠಈすΔのಈ࡞の͜ͱ

ҟ
ㆂ

छ
㆗㇅

ࢼ
㆘

߹
ㆀㆂ

の͜ͱ߹ࢼΘΕΔߦಓͱなぎなたͰͰओͱͯ͠ࡏݱ


ㆄㆡ

ͣͶ すͶの෦Ґのଆ

ද
ㆈ㇂ㆦ

ɾཪ
ㆄ㇉

なぎなたΛ͑ߏたલ໘ଆΛʮදʯɺഎ໘ଆΛʮཪʯ

ؾ
ㆌ


㆐㇓

ମ
㆟ㆂ

ͱなぎなたの͜ͱɻମͱମの͜ͱの͜ͱɻྗؾͱؾ


ㆌㆣ

ઌ
㆕ㆌ

Λͣす ਖ਼͍͑͠ߏのઌのҐஔ͔ΒͦΒす͜ͱ

߈
㆓ㆄ


ㆼㆄ

めたΓ͍ͩΓすΔ͜ͱ߈

ࠨ
㆕

࠲
㆖

ӈ
ㆄ

ى
ㆌ

ӈ͔Βཱͭ͜ͱͯͬ࠲͔Βࠨ


㆖㇓

৺
㆗㇓ ٕΛ͔͚たΓɺ͔͚ΒΕたޙʹɺؾΛΏΔめな͍ͰͲΜなมԽʹରԠͰ͖Δ

͑ߏɾ৺͑ߏの͜ͱ

ਖ਼
㆛ㆂ

த
ㆡ㇅ㆄ

ઢ
㆛㇓ ਖ਼໘Λ͍たඓ͔ےΒɺ͓ͦΛ௨Δମの্Լઢの͜ͱɻମΛ։͍たͱ͖ɺ

ମଆのதԝΛ௨Δઢの͜ͱ

ઓ
㆛㇓

ज़
㆘㇅ㆤ

ɾઓ
㆛㇓

๏
ㆽㆄ

すΔํ๏の͜ͱུ߈の૬खΛ߹ࢼ

֎
㆝ㆨ

ͣͶ すͶの෦Ґの֎ଆ

ମ
㆟ㆂ

Λ։
ㆲ㇉

͘ ମɺࠊΛԣʹ͚たঢ়ଶの͜ͱ

ண
ㆡ㇃ㆎ

؟
ㆋ㇓

の͚ͭͲ͜Ζ

ख
ㆦ

Λ௨
ㆉ㇈

Θす なぎなたΛૢ࡞すΔͱ͖ʹɺखΛগ͠ಈ͔す͜ͱ

ख
ㆦ

の
ㆄㆡ

なぎなたΛѲΔखのѲΓɺखのྗのͭΓ߹͍ͱ۩߹なͲの͜ͱ

ਕ
ㆯ

ے
㆙㆘

なぎなたのਕの௨Δےಓํの͜ͱ


ㆯ㇓


ㆿ

૬खʹରͯ͠ମΛԣʹΉ͚Δ͜ͱ

ͻΒଧ
ㆄ

ͪ γϊΪͰଧͭ͜ͱ

ؒ
ㆾ

߹
ㆀㆂ

ΛͱΔ ૬खͱのڑΛࠓのঢ়ଶΑΓす͜ͱ


ㆿ

ߏ
ㆋㆾ

͑ す͙ʹߦಈΛͤ͜ىΔମの͜ͱ

Έ͓ͧͪʢਫ
㆙ㆂ

݄
㆒ㆤ

ʣ ңの͋たΓʢෲの্ํதԝʹ͋Δۼ
ㆎㆼ

Μͩ෦ʣ



46

なぎなた

日本武道協議会設立 40周年記念
「中学校武道必修化指導書」

なぎなた編

【執筆者】

　公益財団法人全日本なぎなた連盟　専務理事　畠瀬美佐子
　中学校武道必修化プロジェクト委員会
　委　　員　　　今浦　千信
　　　　　　　　德地　昌代
　　　　　　　　松井　亮子

【協力校】

　東京都立南多摩中等教育学校
　山形市立山形第七中学校

【参考文献】

　文部科学省『中学校学習指導要領　総則編』平成 20年 9月 25日
　文部科学省『中学校学習指導要領解説　保健体育編』平成 20年 9月 25日
公益財団法人全日本なぎなた連盟『楽しいなぎなた授業　指導の手引き（改訂版）』（2010
年 3月 14日）
　『見る・学ぶ・教える　イラストなぎなた（初版）』（1987 年 4月 18日）五月書房
　『なぎなた教室　SPORTS V COURSE（初版）』（1984 年 5月 10日）大修館書店
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武 道 憲 章
　武道は、日本古来の尚武の精神に由来し、長い歴史と社会の変遷を経て、術から道
に発展した伝統文化である。
　かつて武道は、心技一如の教えに則り、礼を修め、技を磨き、身体を鍛え、心胆を
錬る修業道・鍛錬法として洗練され発展してきた。このような武道の特性は今日に継
承され、旺盛な活力と清新な気風の源泉として日本人の人格形成に少なからざる役割
を果たしている。
　いまや武道は、世界各国に普及し、国際的にも強い関心が寄せられている。我々は、
単なる技術の修練や勝敗の結果にのみおぼれず、武道の真髄から逸脱することのない
よう自省するとともに、このような日本の伝統文化を維持・発展させるよう努力しな
ければならない。
　ここに、武道の新たな発展を期し、基本的な指針を掲げて武道憲章とする。

（目　的）
第 一 条　 武道は、武技による心身の鍛錬を通じて人格を磨き、識見を高め、有為の

人物を育成することを目的とする。
（稽　古）
第 二 条　 稽古に当たっては、終始礼法を守り、基本を重視し、技術のみに偏せず、心

技体を一体として修練する。
（試　合）
第 三 条　 試合や形の演武に臨んでは、平素錬磨の武道精神を発揮し、最善を尽くす

とともに、勝っておごらず負けて悔まず、常に節度ある態度を堅持する。
（道　場）
第 四 条　 道場は、心身鍛錬の場であり、規律と礼儀作法を守り、静粛・清潔・安全

を旨とし、厳粛な環境の維持に努める。
（指　導）
第 五 条　 指導に当たっては、常に人格の陶冶に努め、術理の研究・心身の鍛錬に励み、

勝敗や技術の巧拙にとらわれることなく、師表にふさわしい態度を堅持す
る。

（普　及）
第 六 条　 普及に当たっては、伝統的な武道の特性を生かし、国際的視野に立って指

導の充実と研究の促進を図るとともに武道の発展に努める。

　　昭和六十二年四月二十三日制定

日本武道協議会
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こ ど も 武 道 憲 章
武
ぶ

道
どう

は、日
に

本
ほん

古
こ

来
らい

の武
ぶ

勇
ゆう

を尊
とうと

ぶという精
せい

神
しん

を受
う

けつぎ、長
なが

い歴
れき

史
し

の中
なか

でつちかわれ、

発
はっ

展
てん

してきた伝
でん

統
とう

文
ぶん

化
か

です。

武
ぶ

道
どう

は、礼
れい

儀
ぎ

正
ただ

しさを身
み

につけ、技
わざ

をみがき、心
しん

身
しん

をきたえ、りっぱな人
ひと

になるた

めの修
しゅ

業
ぎょう

の方
ほう

法
ほう

です。

　わたしたちは、技
わざ

の稽
けい

古
こ

や試
し

合
あい

の勝
か

ち負
ま

けだけを目
もく

的
てき

にするのではなく、武
ぶ

道
どう

を正
ただ

しく理
り

解
かい

して、このすばらしい日
に

本
ほん

の伝
でん

統
とう

文
ぶん

化
か

を大
たい

切
せつ

にしなくてはなりません。

　これからも武
ぶ

道
どう

を愛
あい

し、修
しゅ

業
ぎょう

を続
つづ

けていくために、わたしたちが心
こころ

がけなくてはな

らないことを「こども武
ぶ

道
どう

憲
けん

章
しょう

」として掲
かか

げ、これを守
まも

ります。

（目
もく

的
てき

）

第
だい

一
いち

条
じょう

　 武
ぶ

道
どう

は、技
わざ

をみがくことによって心
しん

身
しん

をきたえ、強
つよ

くたくましく、勇
ゆう

気
き

と

思
おも

いやりと正
せい

義
ぎ

感
かん

をもった、社
しゃ

会
かい

に役
やく

立
だ

つ人
ひと

になることをめざします。

（稽
けい

古
こ

）

第
だい

二
に

条
じょう

　 稽
けい

古
こ

をするときは、先
せん

生
せい

の教
おし

えや礼
れい

儀
ぎ

を守
まも

り、基
き

本
ほん

を大
たい

切
せつ

にし、技
わざ

だけで

はなく、心
こころ

と体
からだ

も共
とも

にきたえるよう、一
いっ

所
しょ

懸
けん

命
めい

にはげみます。

（試
し

合
あい

）

第
だい

三
さん

条
じょう

　 試
し

合
あい

や演
えん

武
ぶ

では、ふだんの稽
けい

古
こ

の力
ちから

を出
だ

しきってがんばり、勝
か

ち負
ま

けや結
けっ

果
か

だけにこだわらず、節
せつ

度
ど

ある真
しん

剣
けん

な態
たい

度
ど

でのぞみます。

（道
どう

場
じょう

）

第
だい

四
よん

条
じょう

　 道
どう

場
じょう

は、技
わざ

をみがき、心
こころ

と体
からだ

をきたえる場
ば

所
しょ

として、規
き

則
そく

や礼
れい

儀
ぎ

を守
まも

り、清
せい

潔
けつ

と安
あん

全
ぜん

を心
こころ

がけます。

（仲
なか

間
ま

）

第
だい

五
ご

条
じょう

　 道
どう

場
じょう

の仲
なか

間
ま

を大
たい

切
せつ

にして、お互
たが

いに協
きょう

力
りょく

し、はげましあいながら、楽
たの

しく

稽
けい

古
こ

し、さらに多
おお

くの仲
なか

間
ま

をつくります。

　　平成十六年九月十六日制定

日本武道協議会

ぶ どう けん しょう

なぎなた
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編集後記
刊行総括責任者　三藤　芳生

　「安全で、楽しく、効果の上がる指導書・DVDを作ろう」

　日本武道館に事務局を置く日本武道協議会は、平成 29年４月に設立 40周年を迎え、記念事業として中

学校武道必修化に向けた指導書・DVDを刊行することとなりました。

　これを受けて、日本武道館事務局内に幹部を中心とする 13名のプロジェクトチームを立ち上げ、同時に

日本武道協議会加盟９団体から実行委員の先生がたをご推薦いただきました。その後、実行委員会として、

次の基本方針を決めました。

１、武道の歴史・特性と実施可能９種目の周知徹底を図る。

２、中学校武道必修化の充実に資する。

３、武道人口の拡大に役立てる。

　以上の基本方針に沿って、最終的に

１、指導書は 10 分冊、各平均 60 頁。イラストを多用し、見やすく、わかりやすい内容とする。計

５万７千部刊行。

２、DVDは３巻分巻、各巻 120 分。指導書と関連させ、見やすく、わかりやすい内容とする。３巻セット

３万７千巻作成。

　することを決めました。

　本書は各道とも、１．概論、２．指導目標・指導内容、３．指導の実際、４．安全管理・安全指導、５．

学習計画、６．各道のすすめ、の流れで構成されており、原稿は実行委員を通して各連盟・団体にお願いし

ました。

　「質実剛健」―武道は 1,000 年以上の歴史を有する、武士道の伝統に由来する、わが国の伝統文化で、人

格を磨き、道徳心を高め、礼節を尊重する態度を養う人間形成の道です。

　現在、日本に約 250 万人、海外に 5,000 万人を超す武道愛好者がいると言われており、本書とDVDが中

学校現場において活用され、全国男女中学生の身心の成長に役立つことを願って止みません。

　終わりに、刊行にご尽力をいただきました筑波大学藤堂良明名誉教授、各道実行委員の先生がた、事務局

の仲間たち、題字の新井光風先生、イラストの國分薫氏、レイアウトの藤林明氏、印刷製本の（株）三友社、

映像監督の北原直哉氏と DVD作成の（株）クエストの皆様に厚く御礼を申し上げ、本書が中学校武道必修

化の充実に役立つことを切に願い、後記といたします。

（公益財団法人日本武道館理事・事務局長	　日本武道協議会常任理事）

　　平成 29年４月
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日本武道協議会設立 40周年記念
「中学校武道必修化指導書（10分冊・DVD３巻付）」

平成 29 年 5 月 1 日　 初版第 1刷　印刷

平成 29 年 5 月18日　 初版第 1刷　発行

発行人　　臼　　　井　　　日　出　男

編集人　　三　　　藤　　　芳　　　生

発行所　　日　本　武　道　協　議　会

〒102-8321 東京都千代田区北の丸公園2-3日本武道館内
TEL 03-3216-5100 ／ FAX 03-3216-5117

印刷・製本　　株式会社　三友社

《不許複製・禁転載》

＜ 非 売 品 ＞
※図書館等での利用の際、付録DVDの閲覧・貸出を許可します。

日本武道協議会設立 40 周年記念
「中学校武道必修化指導書（10 分冊・DVD ３巻付）」

刊行委員会

　　　　　総括責任者　（公財）日本武道館理事・事務局長　　三藤　芳生　　　　　　　　　　　　　　　日本武道協議会常任理事

　　　　　副責任者（兼事務取扱責任者）　　　　事務次長　　吉川　英夫
　　　　　同上　　　　　　　　　　　　　　前事務次長　　内田　康介
　　　　　同上　　　　　　　　　　　　　　　振興部長　　吉野　喜信

表  紙  題  字　新井光風（日展理事）
本文デザイン　藤林　明
イ  ラ  ス  ト　國分　薫（デザイン春秋会）

連盟・団体推薦実行委員
筑波大学名誉教授　　　　　　藤堂　良明

（公財）全日本柔道連盟　　　　田中　裕之
（一財）全日本剣道連盟　　　　軽米　満世
（公財）全日本弓道連盟　　　　桑田　秀子
（公財）日本相撲連盟　　　　　桑森　真介
（公財）全日本空手道連盟　　　日下　修次
（公財）合気会　　　　　　　　金澤　　威
（一財）少林寺拳法連盟　　　　中島　正樹
（公財）全日本なぎなた連盟　　今浦　千信
（公社）全日本銃剣道連盟　　　衛藤　敬輔

日本武道館
　実行委員
　　　　総務部長　　永嶋　信哉
　　教育文化部長　　三好　秀明
　　　　普及課長　　片岡　正徳
　実務委員
　　総務課副主事　　行成　仁志
　　　　　振興課　　末吉　　潤
　　　　　　同上　　石井　政利
　　　　　普及課　　長瀬まり子
　　　　　　同上　　長末　　諭
　　　出版広報課　　長澤　克成
　　　　　　同上　　横内　裕史

指導書印刷担当　　　　　西野　浩史
（株式会社　三友社）　　安達　直人

玉川　美里
稲村　大介
小林　英三

映像監督　　　　　　　北原　直哉

DVD 撮影・編集担当　　木暮　優治
（株式会社　クエスト）　山口　一也
　　　　　　　　　　　後閑　信弥
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